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(1)　管の耐震性についての計算書（気体，液体又は
　　 固体廃棄物処理設備　放射性ドレン移送系） 
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1.  概要

　　本計算書は，Ⅴ-2-1-14 「計算書作成の方法 添付資料-6 管の耐震性についての計算書

　作成の基本方針」（以下「基本方針」という。）に基づき，管，支持構造物及び弁が設計

　用地震力に対して十分な構造強度及び動的機能を有していることを説明するものである。

　　評価結果記載方法は，以下に示すとおりである。

　(1) 管

　　　工事計画記載範囲の管のうち，各応力区分における最大応力評価点評価結果を解析モ

　　デル単位に記載する。また，全４モデルのうち，各応力区分における最大応力評価点の

　　許容値／発生値（以下「裕度」という。）が最小となる解析モデルを代表として鳥瞰図，

　　計算条件及び評価結果を記載する。各応力区分における代表モデルの選定結果及び全モ

　　デルの評価結果を4.2.4に記載する。

　(2) 支持構造物

　　　工事計画記載範囲の支持点のうち，種類及び型式単位に反力が最大となる支持点の評

　　価結果を代表として記載する。

　(3) 弁

　　　機能確認済加速度の機能維持評価用加速度に対する裕度が最小となる動的機能維持要

　　求弁を代表として評価結果を記載する。
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2.  概略系統図及び鳥瞰図

 2.1  概略系統図

概略系統図記号凡例

記号 内容

　

　　　　　　　　（太線） 　工事計画記載範囲の管のうち，本計算書記載範囲の管

　

　　　　　　　　（細線） 　工事計画記載範囲の管のうち，本系統の管であって他

　計算書記載範囲の管

　　　　　　　　（破線） 　工事計画記載範囲外の管又は工事計画記載範囲の管の

　うち，他系統の管であって系統の概略を示すために表

　記する管

　鳥瞰図番号

　アンカ
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 2.2  鳥瞰図

　　　　鳥瞰図記号凡例

記号 内容

　　　　　　　　（太線）　工事計画記載範囲の管のうち，本計算書記載範囲の管

　　　　　　　　（細線）　工事計画記載範囲の管のうち，本系統の管であって他計算書記

　載範囲の管

　　　　　　　　（破線）　工事計画記載範囲外の管又は工事計画記載範囲の管のうち，他

　系統の管であって解析モデルの概略を示すために表記する管

　 　質点

　 　

　 　アンカ

　 　

　レストレイント

　（本図は斜め拘束の場合の全体座標系における拘束方向成分

　　を示す。スナッバについても同様とする。）

　スナッバ

　ハンガ

　リジットハンガ

　拘束点の地震による相対変位量(mm)

　（＊は評価点番号，矢印は拘束方向を示す。また，　　　内に

　変位量を記載する。）

　注1：鳥瞰図中の寸法の単位は㎜である。
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3.　計算条件

　3.1　計算方法

　　　 管の構造強度評価は，「基本方針」に記載の評価方法に基づき行う。解析コードは，

　　 「ＨＩＳＡＰ」を使用し，解析コードの検証及び妥当性確認等の概要については，別紙

　　 「計算機プログラム（解析コード）の概要」に示す。
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  配管の付加質量

     　鳥瞰図　RD-PD-2

質量 対応する評価点

     7～13

    13～17
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  弁部の寸法

     　鳥瞰図　RD-PD-2

評価点 外径(mm) 厚さ(mm) 長さ(mm) 評価点 外径(mm) 厚さ(mm) 長さ(mm)

3～4    4～5   

5～500    500～6    

4～7    
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  弁部の質量

     　鳥瞰図　RD-PD-2

質量 対応する評価点 質量 対応する評価点

    5     6
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  支持点及び貫通部ばね定数

      　 鳥瞰図　RD-PD-2

Ｘ Ｙ Ｚ Ｘ Ｙ Ｚ

     500   

       8     

      14     

      16     

支持点番号
各軸方向ばね定数(N/mm) 各軸回り回転ばね定数(N･mm/rad)

12

K
7
 
①

 
Ⅴ

-
2
-
7
-
1
(
1
)
(
設
)
 
R
0
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 3.4　材料及び許容応力

　　  使用する材料の最高使用温度での許容応力を下表に示す。

最高使用温度

（℃） Ｓｍ Ｓｙ Ｓｕ Ｓｈ

SUS316LTP 171 ― 125 416 107

材料
許容応力(MPa)
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　3.5　設計用地震力

 　  　本計算書において考慮する設計用地震力の算出に用いる設計用床応答曲線を下表に示す。

 　　なお，設計用床応答曲線はⅤ-2-1-7「設計用床応答曲線の作成方針」に基づき策定したものを

 　　用いる。また，減衰定数はⅤ-2-1-6「地震応答解析の基本方針」に記載の減衰定数を用いる。

鳥瞰図 建屋・構築物 標高 減衰定数(%)

RD-PD-2 原子炉本体基礎  
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　 　　代表的振動モード図　　　

  振動モード図は，３次モードまでを代表とし，各質点の変位の相対量・方向を破線で図

示し，次ページ以降に示す。
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い
て

は
，

Ｓ
ｙ
と

1
.
2
Ｓ

ｈ
の

う
ち

大
き

い
方
の

値
と
す

る
。

一
次
＋

二
次
応

力
評
価

(
M
P
a
)

疲
労
評

価

鳥
瞰

図
許

容
応

力
状

態
最
大

応
力

評
価

点
最

大
応

力
区

分

一
次

応
力

評
価

(
M
P
a
)

K
7
 
①

 
Ⅴ

-
2
-
7-
1
(
1
)
(
設

)
 
R
0
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4
.
2
.
2
　

支
持

構
造

物
評

価
結

果

　
　

 
 
 
 
 
 
 
下

表
に

示
す

と
お

り
計

算
応

力
及

び
計

算
荷

重
は

そ
れ

ぞ
れ

の
許

容
値

以
下

で
あ

る
。

　
支

持
構

造
物

評
価

結
果

（
荷

重
評

価
）

支
持

構
造

物
番

号 ―
―

―
―

―
―

―

　
支

持
構

造
物

評
価

結
果

（
応

力
評

価
）

Ｆ
Ｘ

Ｆ
Ｙ

Ｆ
Ｚ

Ｍ
Ｘ

Ｍ
Ｙ

Ｍ
Ｚ

R
E
-
R
D
-
P
0
0
5

レ
ス

ト
レ

イ
ン

ト
パ

イ
プ

バ
ン

ド
S
M
4
0
0
B

S
U
S
3
0
4

1
7
1

9
2
2

0
―

―
―

引
張

圧
縮

6
2

1
1
5

支
持

構
造

物
番

号
反

力
 
(
k
N
)

支
持

点
荷

重

種
類

型
式

材
質

温
度

(
℃

)
モ

ー
メ

ン
ト

 
(
k
N
･
m
)

応
力

分
類

計
算

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

評
価

結
果

種
類

型
式

温
度

(
℃

)
材

質
計

算
荷

重
(
k
N
)

許
容

荷
重

(
k
N
)

評
価

結
果
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K
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①

 
Ⅴ

-
2
-
7
-
1
(
1
)
(
設

)
 
R
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4
.
2
.
3
　

弁
の

動
的

機
能

維
持

評
価

結
果

　
　

 
 
 
 
 
 
 
下

表
に

示
す

と
お

り
機

能
維

持
評

価
用

加
速

度
が

機
能

確
認

済
加

速
度

以
下

又
は

計
算

応
力

が
許

容
応

力
以
下

で
あ
る

。

水
平

鉛
直

水
平

鉛
直

計
算

応
力

許
容

応
力

―
―

―
―

―
―

―
―

―

構
造
強

度
評
価

結
果

(
M
P
a
)

機
能

確
認

済
加

速
度

(
×

9
.
8
m
/
s
2
)

弁
番

号
形

式
要
求

機
能

機
能

維
持

評
価

用
加

速
度

(
×

9
.
8
m
/
s
2
)

K
7
 
①
 
Ⅴ

-
2
-
7
-
1
(
1
)(
設

)
 
R
0
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4
.
2
.
4
　

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ

デ
ル

の
評

価
結

果

　
　

 
 
 
 
 
 
 
代

表
モ

デ
ル

は
各

モ
デ

ル
の

最
大

応
力

点
の

応
力

と
裕

度
を

算
出

し
，

応
力

分
類

毎
に

裕
度

最
小

の
モ

デ
ル

を
選

定
し

て
鳥

瞰
図

，
設

計
条

件
及

び
評

価
結

果

 
　

　
　

　
を

記
載

し
て

い
る

。
下

表
に

，
代

表
モ

デ
ル

の
選

定
結

果
及

び
全

モ
デ

ル
の

評
価

結
果

を
示

す
。

　
代

表
モ

デ
ル

の
選

定
結

果
及

び
全

モ
デ

ル
の

評
価

結
果

（
ク

ラ
ス

２
以

下
の

管
）

1
 
R
D
-
P
D
-
1

8
0
0
1

5
4

2
1
1

3
.
9
0

―
8
0
0
1

8
1

3
6
3

4
.
4
8

―
1
0

1
2
0

4
2
2

3
.
5
1

―
―

―
―

2
 
R
D
-
P
D
-
2

8
7
4

1
2
8

1
.
7
2

○
8

1
1
3

3
7
4

3
.
3
0

○
8

1
6
8

2
5
0

1
.
4
8

○
―

―
―

3
 
R
D
-
R
-
1

9
7
1

2
1
1

2
.
9
7

―
9

1
0
4

3
6
3

3
.
4
9

―
9

1
3
4

4
2
2

3
.
1
4

―
―

―
―

4
 
R
D
-
R
-
2

9
6
7

1
2
8

1
.
9
1

―
9

9
9

3
7
4

3
.
7
7

―
9

1
3
3

2
5
0

1
.
8
7

―
―

―
―

注
記

＊
：

Ⅲ
Ａ
Ｓ

の
一

次
＋

二
次

応
力

の
許

容
値

は
Ⅳ

Ａ
Ｓ

と
同

様
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
地

震
荷

重
が

大
き

い
Ⅳ

Ａ
Ｓ

の
一

次
＋

二
次

応
力

裕
度

最
小

を
代

表
と

す
る

。

N
o
.

評 価 点

疲
労

累
積

係
数

代 表

疲
労

評
価

許
容

応
力

状
態

　
Ⅳ

Ａ
Ｓ

一
次

応
力

評 価 点

計
算

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

代 表

一
次

＋
二

次
応

力
＊

評 価 点

計
算

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

状
態

　
Ⅲ

Ａ
Ｓ

一
次

応
力

配
管

モ
デ

ル

裕
度

代 表

評 価 点

計
算

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

代 表
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